
 

 

 

 

 

 早いもので今年も残り１か月となりました。みなさんはどんな１年だったでしょうか？昨年は我慢することも

多い１年でしたが、今年は新型コロナウイルスの感染症予防対策をとりながら工夫してできた行事や部活動も増

え、日常を取り戻しつつありますね。 

 冬になるとウイルスは活性化し、体調を崩しやすくなります。体の冷えを予防し、手洗いとマスク着用を続け

ながら、元気に新年を迎えましょう。 

 

 

 11 月 16 日（水）に 3 年生を対象として『命の大切さを考える

講演会』を実施しました。フォーシーズンズレディースクリニックの

田畑 愛先生を講師に招き、「月経・妊娠・出産」や「男女交際」を中

心に性的同意やデート DV などについても話をしていただきまし

た。生命の誕生を目の当たりにしている田畑先生から話していた

だくことで、改めて「いのちの大切さ」を考える機会となりました。 

 講演会終了後にみなさんに事後アンケートと感想を記入しても

らいました。感想の中には、「これからもっと自分を大切にしてい

きたい」、「男子も女子もお互い理解し合うことが大切だと思っ

た」といったものが多くありました。講演会を通して学んだことを

今後の生活で活かしていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.9 

令和 4 年 12 月 

西原中学校保健室 

『いのちの大切さを考える講演会』を実施しました！ 

 「性感染症」とは、性的接触により感染する病気のこと。 

その原因は細菌・ウイルスなどの微生物で、よく知られているエイズも HIV というウイルスに

よって発症する性感染症の１つです。 

〇どうやって感染する？ 

 原因となる微生物は主に感染者の精液、膣分泌液、血液、皮膚のただれた部分

などに含まれていて、性的接触の際に性器、肛門、目・口などの粘膜や皮膚から

感染します。 

〇どんな症状が出る？ 

 主な症状として、男性の場合は排尿痛の痛み・かゆみ、膿が出るなど、女性の場合

は「おりもの」の量が増える、性器の痛み・かゆみなどがあります。ただし、男性・女性

とも特に症状が出ないことも多く、『無症状＝感染していない』とは限りません。 

〇性感染症を防ぐためには？ 

・性的接触をしない  ・性的接触をする場合はパートナーに限る 

・性的接触をするときはコンドームを着用する 

何か疑問や心配がありましたら、 

いつでも相談してくださいね。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

「感染源の除去」とは、例えば患者の隔離、汚染物の排除、消毒などにより感染源

となるものを除去することです。 

みなさんが毎朝行っている、体温チェックや健康観察も感染症の早期発見のた

めにとても大切です。早期に体調不良者を発見し、感染拡大を防ぐために行いま

す。新型コロナウイルス感染症の流行が始まってから毎日のように体温を測り、だ

んだん気が緩む頃ですが、今一度、健康観察や体温チェックの意味を考え、しっか

り行いましょう。 

 

「感染経路の遮断」とは、

日頃から手洗いや咳エチ 

ケット、換気、食品の衛生管理などを徹底させ、体内に感 

染源（病原体）を入れないようにすることです。 

毎朝、ハンドソープや消毒液の補充を行っていますが、

最近は以前に比べると、減りが少ないように感じます。

寒くなってくると、冷たい水で手を洗うのに抵抗があり

ますが、感染症が流行しやすい冬だからこそ！手洗いが

重要です。特に、洗い残しの多いといわれている、手首や

指と指の間、指先などを意識して洗いましょう。 

 

「抵抗力を高める」とは、バランスがとれた食事、適度な運動、規則正しい生

活習慣を身に付けたり、予防接種を受けるなどして免疫力を高めることです。 

 みなさん、自分の生活を振り返ってみましょう。何時に寝て、何時に起きてい

ますか？食事の好き嫌いはしていませんか？毎日の規則正しい生活が健康に

つながります。今、「おやっ、自分は生活の改善が必要かもしれないぞ…」と思

った人は、これをきっかけに、規則正しい生活を目指し、さっそく行動にうつし

ましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

熊本県のリスクレベルは【レベル２】です！ 
 熊本県のリスクレベルは、レベル２（警戒強化レベル）です。感染は増加傾向にあります。（11月 25日現在） 

この冬は、新型コロナウイルス感染症に加え、季節性インフルエンザの流行も懸念されています。引き続き、手洗い・

うがい、換気、手指消毒等の感染症対策を行っていきましょう。 

《保護者の方へ》 

① 生徒本人やご家族がＰＣＲ検査、抗原検査を受ける場合は、検査日・判定が確定する日なども併せて学校

へ速やかに連絡をお願いいたします。 

② 県のリスクレベルがレベル 2 以上ですので、生徒本人、同居家族に発熱、風邪症状がある場合は、登校を

控えてください。 

③ 発熱、風邪症状等がある場合は、かかりつけ医にご相談ください。相談できる医療機関が分からない場合

は発熱患者専用ダイヤル（０５７０－０９６－５６７）に連絡すると、相談できる医療機関を案内されます。 

覚えて防ごう！ 感染症予防の 3原則 


